
本調査・研究の成果は、以下の通り報告・公開している（2020 年 3 月現在）。

1　報告

① 2019 年 3 月 13 日 ( 水 )　グランドプリンスホテル京都
洛北ライオンズクラブ例会　調査成果報告会
・有賀　陽平 「雲ヶ畑の近世史料からみる御所への菖蒲献上」
・東　　昇　「明治大正期の雲ヶ畑における宮内省御猟場」

② 2019 年 11 月 24 日（日）　雲ヶ畑小学校・雲ヶ畑中学校
「地域の資料と雲ヶ畑の歴史」京都府立大学地域貢献型特別研究（ACTR）成果報告会
主催　京都府立大学歴史学科　共催　京都府立大学京都地域未来創造センター
協力　京都洛北ライオンズクラブ
・有賀　陽平「近世の雲ヶ畑と天皇」
・東　　昇「明治大正期の雲ヶ畑の宮内省御猟場」
・中村　治（大阪府立大学人間社会システム科学研究科教授）「写真で見る雲ケ畑の変化」
司会　上杉　和央

③ 2018 年 5 月 27 日（日）　秋田大学教育文化学部
第 61 回歴史地理学会大会自由論題
・東　　昇「近代京都御猟場から雲ヶ畑猟区への変遷と実態」

2　公開（パンフレット・論文）

① 2019 年 11 月　パンフレット
・「地域の資料と雲ヶ畑の歴史」「地域資料の整理（旧雲ヶ畑村役場文書）」

② 2019 年 1 月　論文
・有賀　陽平「朝廷への勤仕行為と京郊村落における意義　―近世山城国小野郷における菖蒲役を中
心に―」（京都府立大学文学部歴史学科　卒業論文）

③ 2019 年 12 月　論文
・橋爪　伸子「近代日本の食文化における乳の受容と菓子」江原絢子・平田昌弘・和仁皓明編著、一
般社団法人Ｊミルク企画編集『近代日本の乳食文化　その経緯と定着』、中央法規出版、131 ～ 164
頁

東　　昇

文書調査・研究成果の報告・公開 波多野富之助と近代雲ヶ畑
－林業・御猟場・志明院－

東　　昇

１　波多野富之助の履歴

波多野家の明治・大正期の当主である波多野富之助（1867 ～ 1940）と近代の雲ヶ畑について、林業・
宮内省の御猟場・岩屋山志明院の 3点から概略をまとめてみたい。
波多野富之助の履歴については、本人が大正 13 年（1924）12 月に作成した文書（文書番号 10-

20、以下同）により、詳細が判明する。富之助は、慶応 3年（1867）10 月 5日、前代の六之丞（4代）
とゑいの長男として生まれた。明治 9年（1876）5月に雲ヶ畑校小学の下等小学第 8級を卒業してお
り（3-13）、明治 15年 3月に雲ケ畑小学校を卒業し家学を修めるとある。その後、村行政、山林行政、
御猟場関係の職や委員を勤めていく。
まず村行政関係では、卒業と同時に、雲ケ畑村書記として村役場に勤務、同 28年 9月 28 日雲ケ

畑村収入役に選任された。明治 36年には家督相続し、4月 7日農事改良委員、12月 16 日雲ケ畑村
長となった。家業は林産とあり林業を経営しながら村の行政に携わっていた。その後、明治 40年 1
月大日本武徳会京都支部の地方委員、4月 11 日雲ケ畑村会議員に当選、12月 15 日雲ケ畑村長を満
期退職した。大正 5年（1916）3月雲ケ畑施業土工森林組合長、同 6年 6月 20日上京税務署所轄内
郡部所得調査委員、同 9年 7月 20日国勢調査委員、9月 16日上京税務署所轄内相続税審査委員となる。
つぎに山林行政として、明治 38 年 11 月 27 日京都府山林会の常議員に当選し、12 月 18 日委員

を嘱託される。同 42年 6月大日本山林会 20回総会委員、大正 7年 3月 1日農商務省より京都地方
森林会議員に任命され、昭和 6年まで継続する。
最後に御猟場、宮内省関係では、明治 38年 3月宮内省の御猟場再設置請願（宮内庁文書 1534「猟

場録」明治 38年 5号）を主猟局へ行い、10月の愛宕御猟場設置に伴い、10月 18日宮内省主猟局よ
り愛宕御猟場の監守長に任命された。その後大正 12年の御猟場廃止まで継続し、宮内省との関係が
深まり、大正元年仕人として 9月の明治天皇霊柩供奉、同 3年内舎人として 5月昭憲皇太后霊柩供奉、
同 4年 11 月大嘗祭では南神門で火炬師を勤めている。このほか雲ヶ畑の高雲寺総代を務め、昭和 2
年（1927）に国宝編入鑑定願（12-311）を提出している。これまで富之助については、大正期の乳
受容の事例として、食文化の分野から研究されている（橋爪：2019）。
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表紙の解説
１　天保８年 (1837)「山城国愛宕郡小野郷中畑村絵図」(7-5)

２　波多野家の門（波多野眞氏提供）  

３　御猟の様子 ( 追加 1-18)

４　波多野家母屋と庭（波多野眞氏提供 )

５　御猟場関係文書・御用役杣鑑札

京都府立大学文化遺産叢書（2008 ～）

１ 　南山城・宇治地域を中心とする歴史遺産・文化的景観の研究

２ 　近世伊予越智島地域における流動する人・物・情報

　　　－御用日記・諸願控の総合的研究－

３ 　八幡地域の古文書と石清水八幡宮の絵図―地域文化遺産の情報化―

４ 　八幡地域の古文書・石造物・景観―地域文化遺産の情報化―

５ 　丹後・宮津の街道と信仰

６ 　城陽市域の地域文化遺産－神社・街道の文化遺産と景観－

７ 　熊野の信仰と景観－宗教遺産学の試み－

８ 　石見銀山域の歴史と景観－世界遺産と地域遺産－

９ 　和束地域の歴史と文化遺産

10 　八幡・南山城地域の寺院資料と信仰－京都府歴史資料調査－

11　 舞鶴の文化遺産と活用

12　 「丹後の海」の歴史と文化　

13     古代寺院の儀礼・経営に関する分野横断的研究

14　 舞鶴・京丹後地域の文化遺産

15　 沖縄の宗教・葬送儀礼・戦没者慰霊

16　 舞鶴の地域連携と世代間交流　井上奥本家文書調査報告

17　 トルコ・アナトリアの「歴史的重層性」と文化遺産

18　  京都東山・三嶋神社文書調査報告
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